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N Mi tI NI n tO T
32 5×105 5×102 1.6×104 4 1.0×104 5×103
48 5×105 5×102 1.6×104 8 3.0×104 5×103
64 2×106 1×103 3.2×104 8 6.0×104 1×104
96 2×106 5×103 1.6×103 16 1.5×105 5×104
128 5×106 5×103 4×103 16 3.0×105 5×104
192 2×107 2×104 4×103 32 1.0×106 2×105































































N to 71D i1 Tl
128 5×104 5×104 5.0×105 5×104
192 5×104 5×104 1.6×106 2×105


























和率のN依存性は,^ 1αN -3･1であり, レプテ-ション理論で考えられるものに近かった.
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p-1,2番目に遅い緩和モードは,Rouseモードに近いものであった.短時刻で評価した仮
の緩和モードの相関行列を用いる方法は,うまく機能し,緩和モードの詳細なi依存性や長
時刻で評価した緩和率についての情報を得ることができた.
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